パナマ短信―7（20-12-2003）

　11月6日から12月7日までの約一ヶ月間、健康管理旅行で日本（関西国際空港）へ行き、７日の夕方パナマのDavid（我が住処）へ無事に？たどり着きましたので、そのドジな往復旅行を紹介します。ただしアメリカでの状況は刻々と変わっていますので確実ではありません。

パナマのトクメン空港では、出発ラウンジ内の免税店の多さに驚かされました。ロスアンジェルスのターミナルでもこれほどたくさんはありません。たぶん、パナマ運河のアメリカ統治の名残だと思いますが、はたして経営上引き合っているのでしょうか？　また、ロスに飛ぶコパエアラインに関しては、小さな航空会社を想像していましたが、なかなかたいしたもので、中米各国とアメリカに多くのエアラインを持っているのにも驚きでした。しかし、ロスアンジェルスではコンチネンタル航空の寄生虫みたいな存在で、小さな看板がひとつあるだけでした。

パナマを夕方に出発し、ロスアンジェルスには夜中の12時に着きました。荷物の方は関西空港までのタグをつけてもらったのですが、アメリカではトランジット（約12時間）であっても荷物を引き取って入国手続きをせねばなりません。入国の後、Conecting Caunter（接続便カウンター）へ持って行きましたが、時間が遅いせいで関係者は誰もおらずスルーのタグは何の約にもたちませんでした。結局荷物を持ってホテルへ行くことになりましたが、空港の前には普通のタクシーはおらず、ハイヤータクシ？のみでした。距離的に近かったわりに、メーターでは13ドル、その上に３ドルほどボタン一つで上乗せされました（深夜料金？、空港特別料金？）。20ドル札で支払うと、お釣りをくれずチップとか言ってすましているので、めちゃくちゃ高い料金をとってその上に何がチップだと、結局がんばって４ドルのお釣りはもらいましたが、２ドル程度のチップが必要だったのでしょうか？？

翌日、ロスアンジェルスの空港で“岩田”という日本料理レストランでカツカレーを食べました。カレーのルウはそれなりに美味しかったのですが、肉の方はまったく味がありませんでした（アメリカの肉はこんな物でしょうかね？）。また、ここでの水の値段が２ドル15セントとあまりにも高いので驚きました（帰途のコーラ、紙コップ入りでも２ドル５セント）。パナマと比較するからその差が大きすぎるのかも。

ロスでの搭乗前の安全検査では長蛇の列で、かなり時間がかかりました。検査そのものは、通常の検査（靴は別扱い）でパナマ赴任時のような厳しい身体検査ではありませんでした。

パナマ出発にあたり、座席のことで少しばかり騒動？がありました。私は席を通路側にとっていましたが、そこへ一人の女性がその席は私の席だと言ってきたので搭乗券を確認すると彼女の席は窓側でした。それを説明するのですが、彼女は天井に表示された略図を示し、彼女の席は通路側だと言い張ってきたので、スチュアデスに尋ねるように言っているときに、一人の日本人の若い男性がもめている原因を尋ねてくれたので、その分けを話すと、貴方の席はbentana（窓際）と一喝したのには驚きでした。彼女が飛行機に搭乗するのが始めてであったと善意に解するのか、分かっていてこちらが知らないと思って騙したのかは不明です。

ロスアンジェルスのホテルはHoliday Innでしたが、このホテルはすべてセルフ？になっているようで、チェックイン後は自分で荷物を引っ張って部屋まで行き、翌朝もごろごろ荷物を引っ張ってレセプションデスクへ。ホテルから空港まではホテル専用バスで送ってもらいましたが、夜中の到着でははたして空港まで迎えにきてくれるかどうか分かりません（呼ぶにもどこに電話あるのやら）。

日本（関西空港）からパナマへの帰途の便はロスアンジェルでの乗り換え時間が12時間を超えていたために接続便扱いにならず、ロスで入国し、新たに搭乗手続きをすることになりました。アメリカ入国では、日本の食物をいろいろ持っていたので、申告をどうしようかと迷ったのですが、食物ありと申告すると、食物は何かと尋ねられ、例えばソースと言うと、税関申告書にOKと記してくれ、スムーズに手続き完了。第３ターミナルから第６ターミナルまでごろごろ車を転がして移動。コパエアラインはコンチネンタルのカウンタの片隅にあったものの、係員は６時を過ぎないと言われ、かつ荷物も預かってくれず、カウンタ前のイスに座って待ち続ける羽目になりました。私より少し遅れて香港からのパナマ人（中国系）夫婦もやってきたので、ときどき雑談もするのだが時間はなかなか進まず、待ち時間はとにかく長かったです。やっと受けつけ時間になったもののダンボール箱の荷物は受け付けられないと言われて窮しました。その対策として、40ドルを支払ってコンチネンタルの馬鹿でかいカバンを買い取って中身を入れ替えねばなりませんでした。

搭乗手続きそのものは予想外に簡単に終わったなと思ったら、計量を済ませてタグの付いたカバンを足下の空色の線に沿って向こうの荷物検査場へ持って行けと言われました。そこではＸ線検査の後、すべての荷物を開けて再検査が行われ、しかも旅客はロープの外に立ち、トランクの鍵を彼らに渡して旅客の手がまったく触れられない状態での検査でした。つまりこの検査のためにダンボール箱が禁止されたものと思われます。あとはさらに６時間、えんえんと待ち続けねばなりませんでした。この便はこりごりです。

パナマ入国でも荷物を開けさせられました。いろいろ食料品を持っていましたが、それは問題なくパスしました。

最後にパナマからダビドへの国内線の荷物計量でひっかかりました。どうも国内線は１個20ｋg？、２個で40kg？のようで重量が大幅にオーバーしていると言われ、追加料金として24ドル払わされました。

以上がDavidの田舎者の大旅行です。

